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注 

１）調査Ⅰでは、社会構造推計エンジン（CSPS3）という人口推計システムを用いて、地域ごとの将来人口を

推計した。基本的な考え方は、①人口を男女別・５歳年齢別に集計し、②将来的な出生による自然増と死

亡による自然減を計算して封鎖人口を算出したうえで、③転入による社会増と転出による社会減を考慮し

た開放人口を算出するというものである。なお、CSPS3 の構造や特徴、分析手法の詳細については、『八王

子市における将来の人口動態に関する調査報告書』（八王子市都市政策研究所、2013）に記載している。 

２）調査Ⅱの分析手法の詳細、単純集計、簡易なクロス集計については、『八王子市民の定住意向に関する調

査報告書』（八王子市都市政策研究所、2013）に記載している。 

・調査地域：八王子市内全体 

・調査対象：市内在住の 20 歳以上 84 歳以下の男女個人（介護施設等の入所者を除く） 

・標 本 数：3,000 人（うち有効配布数は 2,985 通） 

・抽出方法：住民基本台帳からの層化多段無作為抽出法 

・調査方法・期間：2012（平成 24）年 10 月 11 日（木）～10 月 25 日（木）郵送配付・郵送回収 

・回収結果：有効回収数 1,574 通（有効回収率 52.7％） 

３）分析手法等の詳細については、『人口構造の変化を見据えた八王子のまちづくり―地域特性を活かした「選

ばれ続ける都市」を目指して―最終報告書』（八王子市都市政策研究所、2014）に詳しく記載している。 

・調査地域：【転入者】市内全体、【転出者】転出先の市（日野市、多摩市、町田市、相模原市の４市） 

・調査対象：基準日 2011・2012（平成 23・24）年度の２年間 

【転入者】日野市、多摩市、町田市、相模原市から八王子市に転入してきた市内在住の 20 歳以上 84 歳

以下の男女個人（介護施設等の入所者を除く） 

【転出者】八王子市から日野市、多摩市、町田市、相模原市に転出し、現在もその住所に居住している

20 歳以上 84 歳以下の男女個人（介護施設等の入所者を除く） 

・標本数：【転入者】1,510 人（うち有効配布数は 1,479）【転出者】1,527 人（うち有効配布数は 1,375） 

・抽出方法：住民基本台帳からの層化多段無作為抽出法 

・調査方法・期間：2013（平成 25）年７月４日（木）～７月 18 日（木）郵送配付・郵送回収 

・回収結果：【転入者】有効回収数 594 通（有効回収率 40.2％） 

【転出者】有効回収数 497 通（有効回収率 36.1％） 

４）調査Ⅲでは、調査対象を転入者・転出者ともに日野市、多摩市、町田市、相模原市の４市と本市との間で

社会移動があった層に限定している。これは、「転入・転出要因の把握を通じて、本市と市内の各地域が

持つ強みと弱みの明確化を図る」という調査目的を重視し、本市の転入・転出状況を分析したうえで調査

対象を絞ったものである。 

５）本研究の中間報告は、福田純、三谷清人、小川美由紀「人口減少社会とこれからの八王子～定住人口の維

持・増加を目指して～」『まちづくり研究はちおうじ』第９号、pp.19-63、八王子市都市政策研究所、2013

年を参照されたい。 

６）本稿における「団塊ジュニア世代」とは、特に 1971～1974（昭和 46～49）年の第二次ベビー・ブーム世

代を中心とする 1970 年代生まれの世代を指す。 

７）本稿における「団塊世代」（または「団塊の世代」）とは、第二次大戦後の出生率が急に高まった時期（特

に 1947～1949 年頃）に生まれた第一次ベビー・ブーム世代を指す。 

８）本調査では、０-４歳の転居者数は子育て世代の移動を、20-24 歳は学生世代の移動を、25-39 歳は若い勤

労者世代の移動を把握する目的で抽出している。この年齢層に注目した理由は、転入・転出状況を分析す

る中から「大学等からの卒業」、「子育て期の到来」、「比較的長く居住する住居の決定」と想定されるタイ

ミングで行われている例が多いことから、転居においてもこの年齢層に着目した。 
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